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ニ ー チ ェ ･コ ン ト ゥ ラ ･パ ス カ ル (そ の 2)
― パ ス カ ル の ｢ 心 情 ｣ と ニ ー チ ェ の ｢ 心 胸 ｣ ―
Nietzsche contra Pascal (2)
―Der "Cαur" bei Pascal und das "Herz" bei Nietzsche―









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































62とuAIso sprach Zarathustra" Vorrede
Kr6nerVerlagS.11参照O
(ll)PascalパPansEes" fr.233 Nietzsche HDer
WilezurMacht"Nr.929参照｡
(12) Nietzsche,HDiefr6hlicheWissenschaft"Nr.
319 このアフォリズムでニーチェはすべての宗教
の開祖は誠実さに欠いていると言う｡すなわち,
｢彼らは自分たちの体験を認識の良心の問題にする
ことはまったくなかった- (中略)- むしろ,
彼らは,理性に反した事物を渇望する｣｡これに対
して,ニーチェは言う,｢理性を渇望する著である
我々は,自分自身の体験を,科学的な実験のよう
に厳格に,刻一割,一日一日直視することを欲す
る｣と｡ここでいう ｢理性｣こそ,かの ｢心臓の
理性｣でなくてなんであろうや.′
(13) Nietzsche"DerWilezurMachtMVorrede
Nr.3参照.続くNr.4でニ-チェはさらに次のよ
うな発言をしているが,これもここで注目してお
いたほうがよかろう｡すなわち,｢Fカ-の意志,
あらゆる価値の転換の試みj- この定式でもっ
て或る一つの反対運動を原理と課題に関して表現
している｡その運動は,いつか未来において,か
の完全なニヒリズムを剥離させるが,しかしその
完全なニヒリズムを論理的にも心理的にも前提し,
端的にそのニヒリズムの上へのみ,またそのニヒ
リズムからのみ来うるのである｣｡
(14) Pascal"Del'espritggometrique" Biblio-
thさquedelaPleiadep.593傍点は引用者が付す.
(15) PascalHPan孟eesHfr.100etfr.139.
(16) Pascal…Pansees"fr.378では次のように言われ
る｡｢中間を去るのは人間性を去ることである｡人
間の魂の偉大さは中間にとどまることができるこ
とから成る｡偉大さは中間から去ることにあるど
ころか,中間から去らぬことにある｣｡このパスカ
ルの言を本文のような意味に解して無理であろう
か｡
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(17) ここで使った ｢構造｣という語は,通常使われ
ているような,スタティックな構造の意味で使用
していない｡｢超越｣という動性の構造である｡か
かる｢構造｣の例を求めるとするなら,H.Rombach
が"SubstanzSystemStruktur"BandIIS.503f
で幾点かの特徴を示した"Struktur'の概念であろ
う｡
(18) -イデッガ-は人間にのみ固有な ｢有｣をEk-
sistenzとよび,人間の有の根本動向(特徴)を｢有
の真理のうちにekstatischに立つ｣という動性に
看て取っている｡ここでの ｢脱臼的｣という語も
この-イデへガ-と同様の意味でうけとってほし
い｡S.M.HeideggerHWegmarken"S.145f.
山BrieftiberdenくHumanismus)"
(19) ｢神と共に｣生きるパスカルの立場から企投され
エントプル7
た彼の弁神論的論述の構 想では,その第-部は
"Miseredel'hommesansDieu"という題のもと
に計画されていた｡田に第二部には "F61icitede
l'hommeavecDieu'という題が予定されていた｡
V.Pascal"Pensさes"fr.60.
CZO)NietzscheuWilezurMacht'Nr.114 ニーチ
ェの原文を掲げておく｡"Gott"isteinevielzu
extremeHypothese.
CZl)Nietzsche,"WilezurMacht"Nr.55.
位2) ibid.,Nr.13u.Nr.15.さらにNr.55では,｢r永
却回帰』これがニヒリズムの極限的形式である｡
すなわち無 (｢無意味なもの｣)が永遠に.′｣と,
いわれている｡
位3) Nietzsche,"AlsosprachZarathustra"Viertel
Teil"DerSchatten"KrわnerVerl.S.303.
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